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事業の目的と概要

Ⅰ　成果指標（活動指標）

Ⅱ　活動実績・成果

Ⅲ　課題と今後の取組

大綱 都市魅力

政策 文化・スポーツに親しめるまちづくり

施策 文化の振興

（款） 2 総務費 （項）

管理事業名 文化振興事業
総合計画
の体系

1 総務管理費 （目） 22 文化振興費

部局名 都市魅力部
予算執行
所属

文化スポーツ推進室

主な歳出
予算科目

一般会計

【目的】
　市民に文化芸術の鑑賞と発表の場を提供するため、幅広い文化事業を実施する
【概要】
・芸術文化活動と芸術鑑賞の機会を提供するとともに市民参加型の公演等を実施する
・吹田の若い才能を発掘し育成するために若者を対象とした育成型事業を実施する
・市民の創作意欲・技術の向上のため芸術活動を発表する場を提供する

指  標  名 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度 指　標　の　定　義

市民劇場等入場者数 人 6,887 6,407 6,882 入場者数

市民文化祭参加者数 人 14,092 14,843 15,036 出演者を含まない市民文化祭参加者数

ティーンズクラシック
フェスティバル入場者数

人 1,158 1,113 1,392 出演者を含む入場者数

南山田市民ギャラリー来
館者数

人 2,737 3,927 3,336 来館者数

【成果の指標1】市民劇場等入場者数の評価
・参加者数　6,882人（前年度実績から475人の増）

【成果の指標2】市民文化祭参加者数の評価
・参加者数　15,036人（前年度実績から193人の増）

【成果の指標3】ティーンズクラシックフェスティバル入場者数
の評価
・参加者数　1,392人（前年度実績から279人の増）

【成果の指標4】南山田市民ギャラリー来館者数の評価
・来館者数　3,336人（前年度実績から591人の減）

　今後も市民が文化や芸術に触れる機会を保障できるよう、ま
た若者も文化に親しめるよう事業展開をしていく必要がある。
　市民文化祭の実施に当たっては、さらに幅広い市民に参加し
てもらえる事業となるよう、内容の見直しについて引き続き検
討する。
　幅広く文化事業を実施し、市民が文化や芸術に身近に触れる
機会を提供していく。



Ⅳ　財務情報
◆貸借対照表【ＢＳ】 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計

◆行政コスト計算書【ＰＬ】 （単位：千円） 財務諸表の特徴的な事項

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 (a)
給与関係費
物件費
維持補修費
社会保障扶助費

特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額
賞与引当金繰入額
退職手当引当金繰入額
支払利息
その他
経常費用　小計 (b)

経常収支差額 (a)-(b)=(c)
固定資産売却益 単位当たりのコスト分析(「経常費用 小計(b)」÷「実績」）
その他
特別収入　小計 (d) 円 円 円
固定資産除売却損 人 人 人
その他 円 円 円
特別費用　小計 (e)

特別収支差額 (d)-(e)=(f)
一般財源調整額 (g)
当期収支差額 (c)+(f)+(g)
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

人にかかるコストの内訳
◆キャッシュ・フロー収支差額集計表【ＣＦ】 （単位：千円）

行政サービス活動収入
行政サービス活動支出

投資活動収入
投資活動支出
投資活動収支差額 分析指標 (単位:％)

財務活動収入
財務活動支出
財務活動収支差額
収支差額　合計
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
前年度からの繰越金

勘定科目
令和5年度末 令和6年度末 差額

勘定科目
令和5年度末 令和6年度末 差額

A B B-A A B B-A

流
動
資
産

- - - 2,674 2,639

- - - -

△36
- - - - - -

- -
- - - 2,674 2,639 △36
- - - - - -
- - - - - -

固
定
資
産

事
業
用
資
産

6,490 6,262 △228 -

6,490 6,262 △228 -

- -
- - - 23,179 25,195 2,017

- -
- - - - - -
- - - 23,179 25,195 2,017

76 76 - - - -
イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - -

- - -

-
- - - 25,853 27,834 1,981

- - - △13,788 △15,997 △2,209
5,500 5,500 -

- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - △13,788 △15,997 △2,209

負債及び純資産の部
合計

12,066 11,837
- - -

△22812,066 11,837 △228

勘定科目 令和4年度
令和5年度 令和6年度 差額 勘定科目等 特徴的な事項

A B B-A
【BS】
建物・工作
物

南山田市民ギャラリー（建物）減価償却による
228千円の減

196 96 △100

経
常
収
入

- - - -
- - - -

164
国庫支出金（経常費用充当） 577 533 519 △13

- - - -
【PL】
負担金・補
助金・交付
金等

シティプロモーション事業から地方の時代映像
祭を移管　負担金1,000千円

- - - -
- - - -
- - - -
- - - -

13,547 17,168 17,952 783
14,288 17,897 18,567 670

経
常
費
用

33,029 29,196 32,670 3,474
48,057 47,997 48,338 341

667 - - -
- - - -

負担金・補助金・交付金等 344 269 1,315 1,046
- - - -

228 228 228 -
- - - -

3,035 2,674 2,639 △36
7,228 △1,978 4,067 6,045

- - - -
- - - -

92,589 78,387 89,257 10,870
△78,301 △60,490 △70,690 △10,200

特
別
収
入

- - - -
- - - - 単位 令和4年度 令和5年度 令和6年度
- - - -

市民１人
コスト 243 205 232

特
別
費
用

- - - - 実績 381,238 382,336 384,302
- - - - コスト

- - - - 実績
- - - -

分
析
内
容

従事人数の増加により、給与等経常費用が増加したた
め、前年度に比べ市民１人当たりのコストが増加した。

- - - -
△78,301 △60,490 △70,690 △10,200

72,287 63,795 68,481 4,686
- - - -
- - - -

△6,013 3,305 △2,209 △5,514

給与関係費
等(千円)

月平均従事
人数(人)区分 令和4年度

令和5年度 令和6年度 差額 うち時間外手
当等(千円)A B B-A

14,288 17,897 18,567 670 常勤・再任用 39,141 1,449 4.10
86,576 81,692 87,048 5,356 会計年度任用等 -

235行政サービス活動収支差額 △72,287 △63,795 △68,481 △4,686 特別職非常勤
- - - - 合計 39,376
- - - -
- - - -
- - - - 　　　　　　　年度

分析指標
令和4年度 令和5年度 令和6年度 差

- - - - A B B-A
- - - - 施設老朽化比率 41.2 43.2 45.2 2.0

△72,287 △63,795 △68,481 △4,686 施設維持補修費比率 5.8 - - -
72,287 63,795 68,481 4,686 経常費用対公共資産比率 810.8 686.4 781.6 95.2

- - - - 徴収不能引当率 - - - -
- - - - 受益者負担比率 0.2 0.3 0.1 △ 0.2

78.1 78.7 0.6- - - - 一般財源充当比率 83.5

28(一般会計・文化振興事業)


